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1は じ め に
夏 目漱石(1867-1916)は 明治40年(1907年)6月23
日か ら10月29日 まで、その初めての新聞小説を朝 日新聞





滞に苦 しむ ものはない。文明は人の神経を髪剃(か みそ
り)に 削 って、人の神経を擂木(す りこぎ)と 鈍くする。
刺激に麻痺 して、 しかも刺激に渇 くものは数を尽 くして
新 しき博覧会に集まる。 …




落つる星の影は、影なが ら瓦(か わら)よ りも、見 るも







始めて生 きているなと気がつ く。 …1)[強 調、
引用者]

















に変化 し対立 しなが ら密集するあの神経刺激の結果であ
り、大都市の知性の高揚 もこのような神経刺激か ら生 じ
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よる神経摩滅 と新 しい刺激への渇きをともに指摘 してい
る。











『魔風恋風』(ま かぜ こいかぜ)は その嚆矢 とで も言
うべ きものである。 この小説は、小杉天外の作による長
編小説で、1903年(明 治36)『 読売新聞』に連載 され、




















たりしている。ここにおいて 「モノ」 としての 「女」は





















していた。 この接触により 「金時計」は 「藤尾」の身代
わり(隠 喩)に なっている。だか らこの小説世界のなか








































安定 した婚姻の関係のなかでは、藤尾 も、糸子 とおな
じく、家から家へと贈与 されるものであった。 しか し自
分にふさわしい(等 価な)相 手を求めたり、できるだけ
高 く買われることを望むんだ結果、藤尾 は一種の 「商品」
へと変わったのである。
それだけではない。かつては藤尾 は宗近家へ贈られ品
物であった。しか し藤尾の母は、藤尾(金 時計)を つかっ
て将来の博士(小 野〉を婿にもらう(買 い取ろう)と す
る。 ここにいたって、藤尾 は贈与物から商品へ、さらに
「金」(か ね)と いう特殊な商品(貨 幣)へ と変身 したの
である。










































て、人の神経を擂木と鈍 くする。刺激に麻痺 して、 しか























博覧会 はじつは 「倒錯 した幻影である」、 ということで
ある。そしてそれはとりもなおさず、東京を侵しつつあっ
た文明のもつ倒錯性なのである。 さらにいえば、宝石
(ガーネット)の 飾 りのついた金時計(藤 尾)の もつ輝
きは夜の博覧会のごとく、人(小 野)の 欲望をか きたて






うに見えた、 と話 している)8)。 この夫婦のようにみえ








物 との安定 した対応関係は貨幣によって崩されてい くの
である。































彼は小編 「群衆の人」(1850)の なかで、 ロンドンの






















『パサー ジュ』 という19世紀パ リについての引用と覚え
書 きを、 まるでアーケー ドの商品のように陳列 した作品
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